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。問題点
公民館と婦人会合同で学級開催と言いながら、

学習計画を作成するにあたって公民館先行型で

行っている事を考え直さねばならないと思いま

す。

何に価値を見出し、何を学習したいかは学級

に参加する人がきめる事であることは論をまち

ませんO そしてその学習欲求は日常の生活の中

から出て来たものであるはずです。

充分な討議と研究を経て樹てられた計画でな

います。

。課題

講演の方式から早〈脱却しなければなりませ

ん。すべての人が、特に家庭婦人は生活課題を

いっぱL、かかえています。それらをお互いに出

し合い、討議をし、調査し、最後にテーマに合

った講師を招くべきです。

たとえば、納税組合の世話はしているが、税

のしくみについての知識はあるのか…、税がど

のように使われているか調査する必要はないの

か…、的確な課税がされているかどうか検討は

しTこ由通 。

交通安全の街頭指導を婦人会活動の一環とし

て行った場合、単に黄色い旗をもって立つだけ

でなく、交通のネックを解消するには、どこを

どのようにすればよL、か実際に目で見てたしか

めているからこそ問題提起ができるはずです。

児童が安全に通学するには、どこをどう通った

がよいのか 、またどこを改善したらよいか、

こまかいところを見ているはずですから、学習

の中で討議の柱として出るはずてす。

これらのことを引き出す努力や試みを、公民

館がもっとていねいに行うべきです。

また‘婦人が持っている学習欲求は、趣味、

教養に関するものから、実益を兼ねたものまで、

むしろ男性よりも幅広いものがあります。

これらを充たす専門講座・教室を並行じて開

設してし、く必要があります。徐々に課題解決に

向って前進していきます。

(3) その他の教室、クラブ等の運営・利用

都市部や大きい町で行われているような、

幅広い多種多様な講座・教室など望むべくもあ

りませんが、それでも町内で唯一の公立公民館

であるため利用の範囲もかなりのものとなりま

す。

婦人学級と並行して行っている乳幼児学級〈

家庭教育学級〉・食生活改善教室・民踊クラブ・

習字クラブ・青少年育成町民会議・各種研修会

での会場使用 ・。学校や地区公民館からの子

供会活動などに対する指導要請など不定期に数

多くあります。本年は直方鞍手老人大学院の運

営も当公民館も受持ちました。

大都市やその周辺から見た場合、たったこれだ

だけのものかと言われるようなものてすが、そ

れでも職員・館ともに日曜なしのフル回転です。

昨年度の公民館の使用回数は延 290件、使用延

人員は 9594人に達し、社会教育課を含めた職

員の超過勤務時聞は、一人当り平均350時間に

達しました。

酷使とL、う表現がぴったりくるよりな日常の

積み重ねのひす.みが、どのような形で返ってく

るのか、管理責任者としてまことに神経を削ら

れるものがあります。
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(2) 館の改善

各研修室の不足は、既に述べたように学級・

講座の内容を単調なものにしています。も っと

増設をする必要があることは言うまでもありま

せん。

公民館は、とりすまして冷めたいものであっ

てはいけません。

だれもが普段着で立ち寄れるよう、どの部屋

にも自由に入れるようにしたし、ものです。研修

室は四角い部屋で周囲は壁、前に黒板というの

がどこにでもあるタイプですが、思い切って丸

や三角に出来ないでしょうかい、壁のない研修

室、逆に壁だけの屋根のない研修室は考えられ

ないでしょうか…。

社会教育を持ち出すまでもなく、特定の宗教

・政治目的に公民館を利用してはならないこと

に異論はありません。しかし、たとえば公民館

に行けば晩のおかずの買物は出来るとか、日用

雑貸や古本 ・書画・骨董など、研修の帰りに買

って来る事なんか出来ないだろうかと考えてい

ます。

(3) 職員体制jの改善

社会教育課が公民館に同居することについて

はやっぱり問題があります。しかし現状の中で

当分の間分離が困難とすれば、その中で改善を

考えざるを得ません。

現在は、公民館主事、指導係職員ともに専門

的訓練を受けたものでなく、本来は事務職員で

あります。将来的には完全な専門職を配置する

事を目ざし、当面はようやく専門的能力を修得

した職員を単なる人事異動で簡単に配置替をす

る事がないようしなければなりません。また職

員研修の面で、教育事務所管内合同の定期的研

修を実施する必要があります。
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第3分科会 (事業活動・青少年教育〉

討議のテーマ 青少年健全育成のための公民館の役割

. 家庭教育の娠輿を図るための公民館の役割

. 青少年の団体活動促進のための公民館の役割
助 号E吾ヨ 者 県教育庁指導第二部社会教育課参事補佐 原 田 修 次

司 会 者 県教育庁福岡教育事務所社会教育主事 回 中 好 美

記 録 者 福岡市中央市民センタ一社会教育主事補 中 )11 博 雄

会場責任者 福岡市西市民センタ一指導係長 井 上 良太郎

青少年健全育成のための公民館の役割

一 「子どもを守る会」の活動を通してー

1. はじめ に

最近の青少年の非行の増加は、低年齢化、一般

化等の傾向を加え、関係者の等しく憂慮するとこ

ろであり、早急な対策の確立が望まれる所以であ

る。

その対策として常にまっ先にあげられるものが

家庭教育の充実振興と、学校における指導体制の

確立と実践であり、さらに加えて地滅ぐるみの取

り組みである。

この三者の緊密な協力と一体的な取り組みがな

ければその成果を期待することは困難である。と

いうのが多くの識者のおおむね一致した意見であ

る。

とすれば、地域社会において、この結び目にあ

る地威公民館としては、その性格や機能の面から

考えて、到底看過することのできない重要な課題

といわなければならない。

Z 白銀公民館での取り組み

① 地戚の観況

北九州市白銀公民館長 崎田 清

白銀中学校区は、小倉南北区の接点にあって

都心に近く、国道3号、 10号線、都市高速道、

日豊本線等が地威内を通過し、交通至便で商庖

街、病院、金融機関等が集中した、人口約1万

8千人、世帯数7千4百戸の地域である。

昭和53年度末に開館した白銀公民館を拠点

として公民館活動が活発に行われている。

② 家庭教育の振興をめざす取り組み

開館以来 5年聞を通し青少年の非行防止と健

全育成は館の重点目標の一つで、家庭教育の娠

輿を目ざし下記の事業を実施してきた。

⑦ 家庭教育学級主事会

小倉北中央公民館でも実施しているが、毎

月1回、当館関係の7学級の主事、主事補等

を対象に、学級運営のあり方などきめ細かな

指導を続けている。

⑦家庭教育 109番

当初は「父親家庭教育学級Jとして、とか

く家庭教育から遠ざかりがちな父親に対して
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父親の果すべき役割の重要性を訴えて来

たが、 3年前から「家庭教育 109番」と名称

も改め、 110番とL、う非常事態にならない前

に、親として、また、地威社会の大人として

の責任と役割を考える集いとした。現在毎

月 1 回第 3 木曜日 19 時~ 21時を定例日とし

て継続実施している。

ウ、親と子のふれ合い学級

土纏日の午後、夏休み等の時期を利用して

親子料理教室、レクリェーション、青少年の

家での一泊研修等を行い、親子同土の対話交

流の場を設けている。

コ元 白銀文庫

昭和 54年9月に開設、市の中央図書館の

図書(大人用 300冊、子ども用 900冊)を

ロビーに配置し、 20名の図書ボランティア

によって毎週土曜日 14 時~16 時の間、閲覧

貸出しを行い、子ども達の余暇の善用に役立

てている。

太 白銀中学校区子どもを守る会

後述

3. 白銀中学校区子どもを守る会

①結成までの経過

昭和56年、各地で起ったシソナー吸飲を

きっかけにして、中学校PTAの校外補導委

員会が中心になって、冬休み中夜間の校区内

巡視が実施された。

この実践を通して「せっかく始まったこの

活動を一時的なものとせず、継続的に実施し

て、地域住民の理解と協力を得るまでになら

なければ、その目的を達成することはできな

い。」ということになり、 PTAの役員、学

校長、校区社会福祉協議会長、青少年育成関

係者に公民館も加わって今後のあり方を検討

した。約 1ヶ月間に亘る準備委員会を経て、

昭和57年 3月8日「白銀中学校区子どもを

守る会」が結成された。

この会には、上記の各団体の他、社会福祉

協議会に含まれるすべての団体が参加し、行

政側から紫町市民館と白銀公民館を加え 30

数団体となった。

② 発足にあたって

会の発足にあたっては、当然のことながら

会則や、事業計画、予算等について検討が行

われ、会長をはじめ役員の選出、事務局等、

どれ一つにもいろいろ問題点があった。

だが、あまり例のないこの種の会のことで

もあり、初めから完全無欠なものを期待せず

まず実践をした上で、必要に応じて遂次補足

することにし、会長には中学校PTA会長、

連絡場所を中学校内におくことにした。

③ 事業の概要

ア巡視活動

。 子どもに対する呼びかけと啓発が目的

。 毎週、水、土曜、 20~ 22時校区内を巡

視、長期の休みや必要により回数増加

。 常任委員と中学PTA会員が中心になる

が、地域住民にも参加をよびかける

イ 広報活動

。 活動報告と啓発のため、年間4回発行

。 諸行事等必要に応じてチラシを配布

。 住民パレード啓発と広報

ウ 環境整備・浄化運動

。 地威内の危険、不良環境の発見・整備

。 立看板設置・標語募集、地区内に配置

エ研修活動

。 常任委員会 ・毎月 l回第3月曜円 19

時~21 時、研修と情報交換

。 家庭教育 109番 視聴E覚機器を活用

地域住民、委員を含め研修を指噂・助言等

。 住民総会…年間 1~2 回住民への啓発

。 地域懇談会…町内等の単位で研修・情

報交換、交流を行う
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④予算 地区」 、警'察署より「 パイロット地区」の指

定を受け、 2年間は補助金を受けることにな

年月

56 

12 

57 

l 

2 

3 

4 

5 

会の財源は、両小学校区自治連合会、関係

3小中学校PTAの5団体の負担金による。

(後目、市教育委員会から「非行防止モテソレ

った。)

③ 会の歩み

白銀中学校区子どもを守る会の歩み

日 会議等 巡視 広報 環境 研 修

7 委白銀員中会PTA校外補導 家庭教育109番

14 三校連絡会議 「社会のしくみと学校教育づ

19 (細川|校長)

22 委白銀員中会PTA校外報簿 冬休み校区巡
25 視
~2 7 

4~7 同 上

13 白銀固ま青少年育成委 三学即凶視 シンナーのチ 侮克室誠設置 家庭教育109番「家庭内暴力」
員会 ラシ配布
16 VTRr非行からの旅泣ち」

5 白銀協ま青少年育成委
員会

8.12 「動丘の青少咋私嘆重とその背景」
準備委員会 (古賀所長〉

1724 

20 
家庭教「校育内10暴9力番J 

8 白銀中学倒玄子どもを 西日本読売 r ~t::fLJ竹におサる少空回析すの実態
守る会結成 記事 と地域の取り組みJ(古賀所長)
19 理事会

20 春休み巡視 家庭教育109番
巡視年度末J支 「年間の反省座談会」

27 省会

13 理事会(非行防止モデ
ノレ樹茎叫旨定)

17 一学肱笠視 家庭教育109番
「子どもの人権」

19 常任委員会 家反撃自「育109校区地図f'Fj製
番のチライ己 所見を記入 映画「若者たちの朝」

23 巡視委員会 布

7 事務局会議 子どもを守る 家庭教育109番

会て発の足チにラつ増い己
「子どもと非行J1 

15 
布 腕菌「十代の非行と親の責任」

21 埋事会

25 常任委員会
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年月 日 会議等 巡視 広報 環境 研 修

57 2. 7 事務局会議

11 「少匂~ド行防止パイロット地区に
ついて J(丸叫謀長)

6 16 理事会
家庭教育 109番

19 「子どもと非行 J2 

21 常任理事会 映画「親の知らない所で 」

1 少喧手非行防止パイロッ 家庭教育 109番
ト地区指定 「子どもの自立」

5. 8 事務局会議 (樋口恵子先生)
「北九州市の少年非行の実

住住民民総パ会レのーチド
9 理事会 荷宿自トミトローノレ 態「 」 (丸山課長〉

7 親の責任と役割り」
18 住民パレード ラシ配布 (時枝先生)

19 住民総会 夏休み桝ili視
パイロット白銀地区推

25 進委員会

16 常任委員会 映画 「お父さんの勲章」
8 家庭教育 109番、映画
21 「十代の反抗J

9 巡視員総会 ご学賦ili視 「北九州市の非行の現状」
(丸山課長〉

15 貴醐眠怒姶 巡視の反省と 家庭教育 109番
9 意見変換 「進路問題を考える J1 
18 VTRr偏差値を考える 」

除峰員会
映画「善悪のけじめ」

20 

12 
沙町!ー年中ン非にキ参行ャ防加ン止ベ 家庭教育 109番

10 16 「進路問題を考える J2 

|常任委員会
映画「少年と花」

18 映画「覚せい剤 J

10 中島地区替談会 「母親似顔いと父親の矧り 」

13 国馳区御会 「 同 上 」
11 (丸'.U課長)
20 

常任委員の巡 家庭教育 10古番
22 事務局会議 視割 子どもの自立と親の役割り

8 中島地区慾談会
陰1.，.旭ンベ間ーン放重まキ加

映画「親の知らない所でj

15 

12 18 
|粋工官事理現湯申の入材 家庭教育 109番

常任委員会
事 「中学生の性と愛 」

20 
25 冬休み巡視 映画 「未成年の性 J
~29 

－ 32 －



ドF月 日 会議等 巡視 広報 環境 研 修

58 f'r--7 
映画 「愛と性と青春 」

1 17 理事会 三学期巡視 「性非行を考える J
(外松指導員)

20 常任委員会

8 巡視員反省会 家庭教育109
番に引、て 映画「十代の非行と親の責任」

11 中島校区懇談会 (今西係長)
家庭教育 109番

2 17 映「晶画丘「の愛うLせとF性3ド行JC丸μ謀長)
と青春」

18 貴船地区懇談会 「十代の非行と親の責任」

21 常任委員会
映画「愛と性と青春(工」藤補導員〕
「性非行を考える 」

7 企画委員会
腕面「子ども明金の悩みと親の態

11 中島地区懇談会 度」

17 家庭教育 109番
「親と子の話し合い J

3 18 小倉北区研修会打 (時枝先生)
d口"-，、J三ド4ヱbコ，

22 常任委員会
映画「恐怖の溶剤 」

25 東篠崎地区懇談会 繁春華休街みパ巡視トロ 立看板配置
( 2 5枚)

30 ーーノレ

14 企画委員会 一学期巡視

映画 「愛されるお年寄り 」
15 中島地区懇談会 家庭教育 109番

4 「子育てにお;vtる家庭の役割り』
18 理事会 映画 「家庭とは何か 」

21 

6 企画委員会 家庭教育109 映画「おかあさんち ょっと待
番について って」

16 常任委員会 家庭教育 109番
5 「現代父親の条件 」
17 中島地区懇談会

映画「おちEさんつてなんだ」
19 

9 事務局会議
1周年言医科守 映画「お父さん出(時番枝てす先生よ)」

14 中島地区懇談会 事と住民総会
6 のチラシ

16 常任委員会 家庭教育 109番
「蝕ばまれる子どもたち 」

20 〈井土先生)
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:ID公民館の役割 4 おわりに

ア 啓発、平素を事業を通して住民の意識の 「守る会」が発足して 1年半、まさに試行錯誤

高揚に努めた。 の連続であったが、一応その歩みも軌道に乗って

(特に家庭教育講座) きた。 しかし、問題点も多いし、当然のことなが

イ 推進、適切な動機を見付け運動の推進は ら成果もまだ明らかでない現状である。ただ、活

するが、あくまでも公民館は裏方に徹する。 動が地域住民の聞に浸透しはじめてきたことや、

ウ 分担、企l司、運営、広報、研修等当初は この活動を通して地域の関係者はもちろん、団体

広範に亘ったが、地域住民の中から人材を 相互の交流、連帯意識の高まりが徐々に見えはじ

見出して、リーダーの養成に努めfこ。 めたことは何にも勝る力強い支えであり、活動の

将来に明るい希望を与えてくれるもので変る。

庄内町青少年の森教育キャンプ場のあゆみ

庄内町公民館新聞利一

1 圧内町の概要

本町は飯踏ま市と田川市の聞に位置し、南北10Km 研修室 ・庄内町青少年の森教育キャンプ場の管理

東西4Kmと細長い町で、す。旧産炭地とし、ぅ歴史的 ・運営に関すること・その他

事実から、工場団地への企業の進出はあるものの

地場産業は少ないことや福岡・北九州市へ2時間

以内の通勤圏内にあることから、兼業農家と通勤

家庭が多L、。最近特に住宅の増加が目立っている。

口

区

校

校

政

学

学

人

行

小

中

約 10，000人

30区

1校 929人

1校 385人

a 子ども会の概要

各行政区単位に、子ども会が組織されているも

のの育成会等の結成にはいたってL、ない。

全般的に行事子ども会の色合いが強く、指導者

ももち回り的な子ども会が多い。単位子ども会の

代表と熱心な指導者によって庄内町子ども会指導

者協議会を組織している。

子ども会指導者協議会の主な行事

子ども祭り(春、秋)水泳教室 ・球技大会(夏〕

タコっくり・タコあげ大会(冬)子ども会指導者

3. 青少年の森教育キャンプ場の概要

所在地 圧内町大字仁保

広さ 20，000m2

収容人員 テント 25張 200人

たてもの 便所 1棟

管理棟 3棟

炊事棟 2棟

無料(作業義務あり〕使用料

4 キャンプ場建設までの経過

本町では昭和49年以前には、子ども会リーダ

ーを対象として、県内のキャンプ場で野外活動リ

ーダー研修を実施していました。しかし、中学校

のクラブ活動が活発になるにつれて、中学校から

リーダー研修会を中学校全学年、全員を対象に実

施してL、く方向で考えてもらえなし、かと提案があ

り、公民館と学校が協議を重ねて、協力して野外

活動を実施をするようになりました。それから 5
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年間、近くの山を毎年切り開いて野外活動を実施

してきました。

昭和54年に子ども会指導者協議会から、単位

子ども会が夏休みのキャンプを実施する場所に図

っている し、中学校のキャンプ活動に現在の場所

はせまいので、ぜひキャンプ場を作ろうという提

案がなされました。そこでさっそく子ども会指導

者協議会で、キャンプ場作りの具体案の提示が行

われ、各方面の賛同をへて、キャンプ場作りの第

一歩をふみ出しました。公民館では、その具体案

を受けて場所の選定から構想すべてにわたり、子

ども会との協議に主体を置いて建設に当たるよう

tこしましt.::.o

子ども会指導者協議会から具体案提示→社会教

育長員会賛同→区長会賛同→町議会賛同→キャン

プ場建設へ

a キャンプ場施設の充実

昭和55年広場だけでスタートしたキャンプ場

も、昭和56年から子ども会指毒者の力によって、

管理棟の建設や、炊事場屋根の建設、貯水タンク

給水設備の設置など、それぞれの指導者の技術を

生かしたボランティア活動によって施設が充実し

てきましTょ。

6. 管理・運営

現在、キャンプ場の保守管理のほとんどを子ど

も会指導者協議会が中心となって行っていると

いっても過言で、はなし、といえます。子ども会が子

どものためのキャンプ場を作って行くために、お

のおの個人のもっている技術を出し合って、自主

的にすすめているのです。一年を通じて行って

いる、保守作業は、いつでも利用できるキャンプ

場のイメージを作り出していきます。

キャンプ場利用者の指導面についても、その主

体は子ども封旨導者協議会で行っており、町内

利用者を優先し、町外の社会教育関係団体や家族

キャンプの受け入れを行っています。叉使用料

は無料ですが、一定時間の奉仕作業をしてもらう

事を条件としております。電気・水道の設備はなく

く、炊事用の水は、井戸水を手おしポンプでタン

クに貯水をしてもらうようにしており、教育キャ

ンプ関係者には好評なようです。

7. 今後の課題

キャンプ活動を子ども会活動や、明るい家庭づ

くりの基礎として位置づけていくためには、ボラ

ンティアの数が現在の人員では大幅に不足してい

るといえる。特に高校、大学生等在学青少年リー

ダーの養成を急がねばならなL、。まT久町のシンボ

ノレとなっている関の山への登山道を設備すること

によって幅広い活動ができるようにしなければな

らなし、。

。 キャンプ活動の水準の向上をはかる。

。 年間利用の拡大

。 長期キャンプの実施

今年度は長期キャンプの実施(試行)を行いま

す。子どもたちの生活の場をキャンプ場に置いて

キャンプ場から学校へ、学校からキャンプ場へと

いったい自主性を高める、キャンプを実施いたし

ます。

a おわりに

このキャンプ場作りにおいて、行政の行った仕

事は微々たるものでした。多くのボランティアの

活動によって作り上げられたものです。行政がす

る仕事であるといった考え方もありますが、形だ

けのもの、与えられたものよりも心のこもった施

設として出きつつあると思っております。
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(資料)

昭和57年度庄内町青少年の森・教育キャンプ場夏休み期間中の利用状況

1.利用した実人員 Z団体別利用実人員 3利用した団体数

町内 町外 言十 町内 町外 言十 町内 町外 言十

幼児 48 1 49 子ども会 618 2 620 子ども会 15 。15 
小学生 522 9 531 Nでf: 校 238 88 326 '* 絞 2 4 6 

中学生 184 98 282 家 族 26 10 36 家 族 5 2 7 

高校生 4 11 15 その他 132 107 239 その他 3 2 5 

成人 256 88 344 言十 1014 207 1221 計 25 8 33 

言十 1014 207 1221 

主なと り 九 み 主なと り く み

49 毎年子ども会リ ダー研修会として、約 56 3月。管理小屋作り 2間x3間

以年 50名の子どもを対象に県内のキャンプ 年 4月。広場拡張。第2管理小屋作り
目IJ にて実施 6月 。井戸掘り。 (外注)

50 教育委員会と中学校で協議の上、教育キ 7月。貯水そう設置

54今 ャンプを実施。近くの山を借りて実施 11月。流し;場屋根設置

54 7月。子ども会指導者協議会にて、キャン 12月。第1管理小屋鉱張
年

プ場の必要性が論議される。 57 1月。管理小屋にこたつ掘り込む

9月o子ども会にて 「庄内町青少年キャン
年
5月。炊飯用かま場に大屋線を作る

プ場設立計画案」を作成 7月。食卓作り

。社会教育委員会n 区会長に提案、賛 8月。プレハプ用地整備(利用者にて)

問える。 9月。プレハブ設置(中古)

12月。予定地の伐採費20万円計上採択。 10月。キャ ンプ場入口舗装

議会承認をえる。
58 長期キャンプの試行

55 5月。重機にて、広場の整地作業 年

年
。便所工事・(外注)流し場工事

7月。教育キャンプ場開設
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(事業活動・成人教育)|第4分科会

久

隆

藤

原

後

中

成人の社会参加活動のための公民館の役割

公民館における成人対象の事業のもち方について

地域における人材の発掘と活用の方策について

福岡市教育委員会主席社会教育主事

県教育庁北筑後教育事務所社会教育主事

討議のテーマ

者号室F
E三助

敏者会司

美

雄

繁

富

師土

堤

太宰府市教育委員会勤労者施設係長

大野城市中央公民館係長

者

会場責任者

録戸ト
U

SE-

ロ

宗像市に 4コ‘ける人材の発掘と活用の方策

」事業のとりくみワークト一「市民学習ネ ツ

也哲口滝宗像市中央公民館庶務係長

宗像市の概要1 

特に 「みどり・健康・ふれあいのまち宗像」を

掲げ市制施行をした本市にとって市民のコミユニ

福岡県の北部に位置する本市は、福岡市と北九

州市の中間にあり、面積76.65K成人口は昭和

45年29.000人、 8.000世帯であったものが、 ティづくりは急務である。5 

昭和55年に行った社会教育基本調査では、 8017.000世帯と倍増しいて8年では 58.000人、

%を超える市民が 「学習したい」と望んでおり、る。

40 またボランティア活動への意志については、

%近くの人が「力をかそう」と答えている。

この両者をつなぐパイプが「市民学習ネットワ
「市民学習ネァトワーク 」事業のねらいZ 

タ」です。急激に変化する現在の社会において生涯教育の

「市民学習ネットワーク」事業大綱3 

観点から、住民の希望や必要に応じて学習・活動

の場を提供する社会教育の役割は年々その大き

さを増している。
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1 

宗像布の人々 か是正L1j.':z;易?れやj河し1

久和旬/れ写のや怖い学習を恢か ノ

f 稲妻十元同¥t 相互作学習日ιょうい / 

//〆イヤ氏めれら稲等九三約払L川 持続 / 

l:.，写マレ?弘、人弘主づむよい?三・7、 「学習内性的

ヘ¥¥¥の犠そ百二γ ス主主主訟はする

¥三竺-
2迫主片 ⑥ 

生子主的~ζtþる領域 iて玉川 、 イ可かを学び下三いと功、

身lてヲlナT=-t¥ヒ職ラ官民lぎますます坤えっち訊ります.

ミ仇ょう芯験い lてたえら昔、るような人~1p長め中叫

系、マ待薄幸 l~ 官、て i モ存宗ます. 毎日午旨苓，t

ヒf写す渇か布1.1:教え長 11考文え5れモリする三と)て

U ペマ市民の週L帯尽や助け令レめ精神主イ刷

出し 守イ本市玄人々 の支fTL併殺え豆、レヨ円るし、

地或にしれ、ニう乙するもの官、す.
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